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《雪どけ時季の事故防止》
もう春と ゆるむ心が 事故のもと

○ 冬の道と春の道が混在 凍結路面を想定した運転をしましょう
○ 人や自転車が活発になります、交差点付近では、特に周囲をよく見る
○ そろそろ自転車が・・・、自転車のふらつきや転倒に注意
○ 自転車を見かけたら、距離を空けましょう

《交差点事故をなくしましょう》
・黄色信号で交差点進入は、命取りになります 黄色信号は「止まれ」
・交差点手前で、黄色信号の場合は、加速しないで停止する

《追突事故をなくしましょう》
《バック事故をなくしましょう》

「夜の道 知らせる・見つける ハイビーム」

漫然運転、居眠りに注意しましょう 2時間走行15分休憩

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

早朝６時 仁木町 横断歩道のない国道
横断していた高齢女性
軽乗用車にはねられ死亡
軽乗用車運転の男性、現行犯逮捕

◇横断歩道のない場所･･･「渡ってくるかもしれない」 かもしれない運転で、事故防止◇
◇夜間、早朝は、歩行者・自転車を見落としやすくなります◇

◇夜間、早朝、「人はいないだろう」と・・・漫然と運転することは危険です◇
◇ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇

２０２６／３／７（土） １７：４６
７日午前６時ごろ、仁木町の国道５号で横断歩道のない場所を渡っていた９０代の女性が軽乗用車にはねられ、心

肺停止の状態で病院に搬送されその後、死亡。警察は、軽乗用車を運転していた男性容疑者を現行犯逮捕。

早朝5時すぎ 信号交差点
トラックが歩道に乗り上げ信号機に衝突

運転手の男性が病院に搬送
◇目がかゆいは、眠気のサイン 運転時の休憩は、２時間ごとに◇
◇2時間走行、15分休憩 守ろう 自分の命、他人の命◇

２０２６／３／６（金） １１：４５
６日午前５時２０分頃、大分県の交通量の多い県道の信号交差点で、トラックが歩道に乗り上げ、道路わきにある

信号機の柱に衝突しました。警察によりますと、トラックを運転していた６０代の男性が頭にけがをし、病院に運
ばれましたが、命に別状はないということです。また、この事故で信号機が故障。

どちらかが・・・はみ出し、正面衝突
ダンプと乗用車、乗用車の21歳の女性が死亡

ダンプの運転手は足を挟まれ出られず
◇デイ・ライトで知らせよう・・・自分の存在 はみ出し、正面衝突事故防止◇

２０２６／３／５（木） １９：０２
５日午後３時５５分ごろ、高知県の国道でダンプと乗用車が正面衝突しました。この事故で、乗用車を運転してい

た女性（２１）が、頭などを強く打ち、その場で死亡が確認されました。ダンプを運転していた男性（６５）は、事
故の後、右足を挟まれ車から出られない状態でしたが、消防が救出し病院搬送。警察は、どちらかの車が車線を
はみ出した可能性があるとして調べています。


